「多様性」を学ぶ教育/性・宗教・色覚に関する試論 by 川又 俊則
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学・社会科学編 第 2号 2019 


































                                                   
1 こども教育学部こども教育学科  
107
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学･社会科学編 第 2号 2019 
















性別違和者）という 4 つの英語の頭文字をつなげた言葉である。これに Intersexuality（＝
インターセクシュアリティ、両性具有者）、Questioning（＝クエスチョニング、未定者）








要素はこの 2 つのみではなく、用語の検討は今後も必要であろう。 
 以下、このテーマについて、学校教育がどのように扱ってきたのかを概観する。すでに
拙稿でも論じているので 1)2)3)、本稿では簡略化して説明する。  
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 2000 年以降の法令・通知・関連事項を、ごく簡単に述べよう。2003 年「性同一性障害
者の性別の取扱いの特例に関する法律」が成立し、翌年 7 月に施行された。2006 年 5 月、




の後、2014 年度に調査を実施し、それを踏まえ、2015 年に通知を出し、2016 年には性の
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 2018 年に入り、「世界の性教育」を扱った書籍が話題になった 5)。「性教育」を実践し
ている教育学者･社会福祉学者などが、世界の動向を丁寧にまとめたもので、刊行後すぐに
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『世界の宗教教科書』は興味深い資料（DVD）である 10）。大正大学創立 80 周年記念出







ど 9 課構成である 10）。各課で「内容」「善行の実践」「テスト」「ゲーム」などが記述さ
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小学 2 年の『歴史』を見てみよう 10）。「前 5 世紀のアテネ」「キリスト教の誕生と伝播」
「12 世紀の地中海世界」「ルネサンス」「フランス革命」「19 世紀前半のヨーロッパ」な
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 今から 50 年ほど前、自動車デザインを目指した高校生は「色覚」障がいのため志望大学
を受験できなかった 12)。だが、その後、モノクロで描いた作品でデザイン賞をとり、コン
ピュータで色指定を用いることで、グラフィックデザインなどが可能になった。現在は、







日本眼科医会の説明によると、日本人では、男性の 20 人に 1 人、女性の 500 人に 1 
人の割合で先天色覚異常がいる (16)。「色覚異常」の遺伝子を持つ「保因者」は女性の 10 
人に 1 人の割合である。仮に、男女半々の 40 人のクラスの場合、C 型（common type、
一般型、3 種類の錐体がある）以外の男子は 1 人、保因者女子は 2 人いることになる。本
人が気づいていない場合もあり、統計は判然としないので、あくまでも推定値だが、単純
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解説」も 1989 年まで使われ続けた。  
1958 年学校保健法制定により、他の健康診断と同様、色覚検査も「色神検査」として実
施された。1973 年学校保健法が一部改正され、色覚検査は、小学 1 年・4 年、中学 1 年、



















だが、水色とピンクが同じ系統色に見える人、電子機器 ON の緑と OFF の赤という LED
ランプが判別しにくい人は存在する。先述の通り、男性の 95％、女性の 99％、いわゆる
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2005 年、日本眼科学会は色覚用語について、「緑色盲」を「2 型 2 色覚」、「赤色弱」
を「1 型 3 色覚」、「全色盲」を「1 色覚」などの名称に変えた (21)。ただし総称は「色覚




3 原色を 3 錐体それぞれで感じることができる C 型（Common 型）。それぞれが無いか弱
い P 型（Protanope＝１型）、D 型（Deuteranope＝2 型）、T 型（Tritanope＝3 型）、
3 つともない A 型（Achromate＝1 色覚、旧全色盲型）などとフラットな表現区分を提唱
している。 
東京の地下鉄は、以前、丸の内線は赤、千代田線は薄緑など、色の輪でしか区分してい
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2018 年 9 月 24 日）。 




（３）筆者は、この 1 年間、2017 年 10 月の勤務校での FD・SD 研修会、同年 12 月の日
本看護科学会・交流集会、2018 年 9 月の放課後児童支援員・津市研修会などの機会に、
SOGI の説明をした。  
（４）［遠藤 2016］［三成 2017］［中塚 2017］［渡辺 2018］［砂川 2018］など、数年
以内に刊行されたテキスト的書籍は、いずれもこの観点で説明されている。 
（５）例えば、『精神科治療学』2016 年 8 月号（LGBT を正しく理解し ,適切に対応する
ために）、『母の友』2017 年 2 月号（特集 LGBT 自分の性をいきる!」）、『AERA』
2017 年 6 月 12 日号（LGBT ブームという嘘）、『臨床泌尿器科』2017 年 9 月号（特
集 専門医として知っておきたい性分化疾患の基礎知識）、『法学セミナー』2017 年 10





（７）例えば、東海地方では、2017 年から年一度の就活イベント Working Rainbow Expo
という取り組みがある。筆者も 2 度参加したが、東海地方を中心に、性の多様性に対応
している企業が参加して、その実践を紹介していた。 
（８）2018 年 7 月 3 日、お茶の水女子大学は「学ぶ意欲のあるすべての女性にとって、真
摯な夢の実現の場として存在する」という国立大学法人としてのミッション（2004 年制
定）に基づき、2020 年度よりトランスジェンダー（戸籍上は男性で性自認が女性）の受
け入れを発表した（http://www.ao.ocha.ac.jp/menu/001/040/d006117.html 2018 年 9
月 24 日最終アクセス）。 
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日新聞 2018 年 9 月 12 日）。 
（12）本稿のこの箇所は、拙稿［川又 2018］を下敷きにした。  
（13）毎年の授業で、小中高までの「宗教教育」経験を尋ねてきたが、概ね、２，３割が
記憶しているとの回答だった。  
（14）詳細は［川又 2018］で論じた。  
（15）色覚については、［カラーユニバーサルデザイン機構他 2016］および、「CUDO 色
覚型と特徴」（http://www2.cudo.jp/wp/?page_id=540 2018 年 8 月 10 日最終アクセ




_color.pdf）参照。2018 年 8 月 10 日最終アクセス  





/eyechalk.php）を参照。2018 年 8 月 20 日最終アクセス  
（20）日本学校保健会「学校における色覚に関する資料」（https://www.gakkohoken.jp/
books/archives/196）参照。2018 年 11 月 10 日最終アクセス  
（21）日本医学会医学用語辞典 WEB 版「色覚関連養護について」（http://jams.med.or.j
p/dic/colorvision.html）参照。2018 年 11 月 10 日最終アクセス  
（22）日本遺伝学会「遺伝学用語改訂について」（https://sv117.wadax.ne.jp/~gsj3-jp/re
visionterm.html）参照。2018 年 11 月 10 日最終アクセス  
（23）［カラーユニバーサルデザイン機構他 2016］、福島県サイトの例示（https://www.
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（24）DIC グラフィックス株式会社「色彩の扉」（https://www.dic-graphics.co.jp/navi/c
olor/ud.html ）参照。2018 年 11 月 10 日最終アクセス  
（25）ルーペ型色弱模擬フィルタ「バリアントール」（http://www.variantor.com/jp/）お
よび、色のシミュレーター（http://asada.tukusi.ne.jp/cvsimulator/j/）参照。2018 年 8
月 20 日最終アクセス  
（26）加齢のため「炎の青」が背景と見分けづらくなり、炎が実際よりも小さく見えてし
まうことも原因の一つと考えられている。色覚相談室「後天色覚異常」（http://www.s
hikikaku.jp/kouten.html）参照。2018 年 8 月 20 日最終アクセス。  
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Education to Learn "Diversity" 





In educational settings, children come from different cultural backgrounds. However, 
while creating a multicultural symbiotic society may be a desirable aim, the majority 
is uninformed about and inconsiderate of minorities. As a result, life for minority 
elementary students in less-than-desirable environments remains difficult. Moreover, 
existing and upcoming educational guidelines include nothing regarding learning about 
minorities. In this study, we investigated how three topics, gender, religion, and color 
perception were dealt with in elementary school education from the perspective of 
“diversity”. In doing so, we found that only students learning from teachers who were 
trying to address the issue of diversity had opportunities to learn about issues rela ted 
to these differences, otherwise there was no such opportunity. Meanwhile, in 21st 
century Japanese society, coping with diversity has become a necessary skill in every 
field. We further found that there are abundant reference sources available regarding 
progress that has been made in education in other countries. We concluded that schools 
with teacher training programs need to provide students with opportunities to learn to 
cope with diversity based on the most up-to-date information and, at the same time, 
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